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女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

「
み
ず
う
み
」
に
何
を
望
み
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
質
問
に
対
し
て

参
加
者
の
声

記
念
祭
華
や
か
に
終
わ
る

　
新
緑
の
こ
こ
ち
よ
い
、
５
月
24
日
（
土
）
会
場
に
は
、
早
々

か
ら
関
係
者
が
集
い
、
記
念
祭
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
る
。
実
行
委
員
は
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
に
張
り
切
っ
て
い

た
。
参
加
者
２
０
０
名
余
り
、
定
時
に
開
会
。

　
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
た
坂
本
副
町
長
、
古
屋
教
育
長

よ
り
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
と
町
の
姿
勢
、
教
育
文
化
面

に
つ
い
て
拝
聴
し
、
私
た
ち
は
住
民
と
し
て
の
認
識
と
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
回
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
へ
出
演
し
て
く
れ

た
、
は
ね
っ
子
劇
団
「
み

に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」

の
演
劇
、
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
の
懸
命
な
演

技
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
わ
く
。
裏
方
は

お
か
あ
さ
ん
方
。
23
名

の
白
鳥
の
衣
装
は
お
一

人
の
お
か
あ
さ
ん
の
心

こ
も
る
手
作
り
。
児
童

館
の
先
生
も
応
援
。
ま

さ
に
、
子
と
母
と
児
童

館
が
一
体
と
な
っ
た
感

動
の
舞
台
で
あ
る
。

　
記
念
祭
に
エ
ー
ル
を

贈
っ
て
下
さ
っ
た
の

は
、「
童
謡
と
唱
歌
の
会
」
の
皆
さ
ま
。
指
揮
者
渡
辺
怜
子
先

生
、
伴
奏
は
渡
辺
春
子
先
生
に
よ
る
季
節
の
童
謡
と
唱
歌

に
、
し
ば
し
心
が
洗
わ
れ
、
啄
木
の
「
初
恋
」
は
聴
衆
の
心
に

し
み
入
り
優
し
く
、
い
や
さ
れ
る
。

　
「
童
謡
と
唱
歌
の
会
」
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
記
念
祭
特
別
企
画
「
和
服

の
リ
フ
ォ
ー
ム
展
と
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
は
、
初

め
て
の
試
み
で
心
配
で
あ

っ
た
が
、
仲
間
の
皆
様
の
頼

も
し
い
協
力
と
応
援
で
楽

し
く
有
意
義
に
実
施
で
き

た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

　
今
思
え
ば
、
大
そ
れ
た
企

画
で
あ
っ
た
が
、
原
点
は
物

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
あ

り
、
こ
れ
を
機
会
に
町
内
の

リ
フ
ォ
ー
ム
の
達
人
と
多

く
出
会
い
、
学
ぶ
こ
と
や
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
て
幸

せ
で
あ
っ
た
。
女
性
た
ち
の

知
恵
に
乾
杯
!

　
シ
ョ
ー
を
終
え
た
会
場
か
ら
、「
こ
の
催
し
は
た
の
し
い
。

今
後
も
ず
っ
と
続
け
て
！
」
と
た
く
さ
ん
の
声
が
起
こ
っ

た
。
実
行
委
員
会
で
も
そ
の
方
向
で
勉
強
し
、
活
動
を
広
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
結
び
に
、人
生
初
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
へ
出
演
し
て

下
さ
っ
た
勇
気
と
行
動
力
あ
る
皆
さ
ま
に
、厚
く
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

　
〇
は
ね
っ
子
劇
団
の
「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」
が
楽
し

　
　
か
っ
た
。

　
〇
子
ど
も
た
ち
の
劇
が
元
気
よ
く
す
ば
ら
し
い
。

　
〇
「
童
謡
と
唱
歌
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
や
さ
し
い
歌
声
が

　
　
と
て
も
よ
か
っ
た
。

　
〇
自
分
の
着
物
を
何
か
に
な
ら
な
い
か
な
と
思
っ
て
い

　
　
た
の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

　
〇
和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
と

　
　
て
も
素
敵
だ
っ
た
。

　
〇
参
加
者
も
出
演
者
も
、
女
性
が
輝
い
て
い
て
す
ば
ら

　
　
し
い
一
周
年
記
念
祭
で
あ
っ
た
。

　
〇
父
母
の
思
い
出
と
と
も
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
洋
服

　
　
を
見
て
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
「
た
く
ま
し
さ
」
を

　
　
感
じ
、
感
無
量
で
あ
っ
た
。

　
〇
毎
年
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〇
広
報
で
み
て
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。　
　

　
　
女
性
の
み
な
さ
ん
が
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

　
　
ろ
な
こ
と
に
活
躍
さ
れ
、
感
動
し
た
。

　
〇
会
場
に
は
、
年
配
の
方
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
若
い
年

　
　
齢
層
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
企
画
も
し
て
い

　
　
た
だ
き
た
い
。

■
明
る
い
町
づ
く
り
　
42
％
、

■
仲
間
づ
く
り
　
　
　
37
％
　

■
子
育
て
支
援
　
　
　
８
％

↓
「
み
ず
う
み
」
に
望
む
こ
と
は
　
明
る
い
町
づ
く
り
と
仲

間
づ
く
り
が
、80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
　

※
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
　

・
ま
ち
出
身
の
有
名
の
方
や
学
識
者
の
講

　
演
会
な
ど
を
企
画
し
て
ほ
し
い
。

・
若
い
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
企
画
を

　
し
て
欲
し
い
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
実
行

　
委
員
会
と
し
て
こ
れ
ら
の
意
見
を
尊
重

　
し
て
い
き
た
い
。

※
一
周
年
記
念
祭
の
様
子
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ
れ
ま

　
す
。

※
ご
意
見
ご
要
望
等
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

　
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
連
絡
先
　
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
　
℡
72-

2
9
6
2
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■日　時　６月28日（土）午後１時より

■会　場　町中央公民館　ホール

■内　容　富士山の火山活動により溶岩流にのみこまれた遺跡、

　　　　　富士山の噴火の歴史、押し寄せた溶岩流により本栖

　　　　　湖の湖底に沈んだ遺跡などの紹介をします。

■発表者　篠原　武（富士吉田市教育委員会）

　　　　　森屋雅幸（都留市教育委員会）

　　　　　輿水達司（山梨県環境科学研究所）

　　　　　杉本悠樹（富士河口湖町教育委員会）

　　　　　田代　孝（財団法人歴史博物館信玄公宝物館）

■主　催 ：山梨県考古学協会

■後　援　町教育委員会

■その他　入場無料、申込み不要（どなたでも参加できます）

●問合先　山梨県考古学協会事務局

　　　　　 （帝京大学山梨文化財研究所内）　℡055-263-6441

　名　称： 大杉地区溶岩樹型群

　種　別： 天然記念物（地質鉱物）

　所在地： 富士河口湖町本栖字大杉２２３番地

　所有者： 山梨県

　指定日： 平成20年５月12日

　概　要： 平安時代で貞観６年（864）の富士山の噴火で長

　尾山から噴出した青木ヶ原溶岩流によりのみ込まれた

　樹木が鋳型となって形成された溶岩樹型です。19個の樹型が確認されており、中には9本の樹木が折　

り重なっている複合型のものも含まれ、富士山の火山活動を物語る貴重な天然記念物として町指定と　

なりました。詳細は、来月号の広報の「古の小径」で紹介いたします。

町天然記念物指定について

　富士河口湖町内に所在する国指定天然記念物の溶岩樹

型・洞穴（竜宮洞穴・西湖蝙蝠穴およびコウモリ、本栖風穴、

富岳風穴、富士風穴、船津胎内樹型）の保存管理計画を策定

するために、富士河口湖町内天然記念物保存管理計画検討

委員会の委嘱式ならびに第1回検討会議が５月14日（水）に

開催されました。

　学識経験者や関係者が委員となり、今年度内の保存管理

計画の策定を目指して対象天然記念物の保護と活用について検討を進める予定です。

富士河口湖町内天然記念物
　保存管理計画検討委員会について

山梨県考古学協会 平成20年度地域大会）

　テーマ「富士山の火山活動と遺跡」

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………
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In May, 2008, a season of music comes over soon in this town

もうすぐこの街に、音楽の季節がやってくる。河口湖ステラシアター通信６月号

８月９日（土）～８月１６日（土）８月９日（土）～８月１６日（土）
◎円形ホールその他のコンサートは来月号にてご紹介！

☆富士山河口湖音楽祭２００８特集☆
《河口湖ステラシアターでのコンサート》

☆富士山河口湖音楽祭２００８特集☆
《河口湖ステラシアターでのコンサート》

8/9●土 午後1時30分開場／午後2時開演 8/13●水 午後2時30分開場／午後3時開演

《料金》 入場無料

《出演・曲目》

　　 富士山河口湖音楽祭２００８山梨県中学生特別バンド

　　　　　　　 （風になりたい、Peach、銀河鉄道９９９　他）

　　 敷島中学校吹奏楽部（２００８スペシャルヒットメドレー他）

　　 都留第二中学校マーチングバンド（ハートフルサウンド）

《指揮》 佐渡裕　《演奏》シエナ・ウインド・オーケストラ

《料金》 指定席：４,５００円

　　　  自由席一般：３,０００円　自由席高校生以下：１,５００円

《曲目》 「運命の力」序曲（ヴェルディ）、鳳凰が舞う（真島俊夫）、

　　　　 アフリカン・シンフォニー（V.マッコイ）、「ディズニー音楽特集」他

　　　　　　　　午後１時４５分開場／午後２時３０分開演　『歌の祭典』

　　　　　　　　《出演予定》 田村麻子（ソプラノ）、

　　　　　　　　　　　　　  富士山河口湖音楽祭特別合唱団（指揮：佐渡裕）

　　　　　　　　《合唱予定曲目》 ハレルヤコーラス、大地讃頌

　　　　　　　　午後４時開演予定　『フレッシュコンサート』　

　　　　　　　　《出演と曲目》 富士山河口湖音楽祭山梨県中学生特別バンド

　　　　　　　　　　　　　　【喜歌劇「伯爵夫人マリツァ」セレクション（カールマン：鈴木英史編曲）】

　　　　　　　　　　　　　　 富士山河口湖音楽祭高校生特別バンド【詩人と農夫（スッペ：高橋徹編曲）】

《料金》 一般：５００円　高校生以下：１００円

《出演》 佐渡裕（指揮、お話）、加藤完二（指揮）、

　　　   スーパーキッズ・オーケストラ

※未就学児は入場無料です。ただし、保護者同伴でご参加下さい。

※未就学児は入場無料です。ただし、保護者同伴でご参加下さい。

午後1時30分開場／午後2時開演

《料金》 一般：１,５００円　高校生以下：６００円

《出演》 習志野高等学校吹奏楽部

　　　　　　　【European　Collection他】

　　　  埼玉栄高等学校吹奏楽部

　　　　　　　【テンペスト（ベートーヴェン）他】

　　　  東海大学付属高輪台高等学校吹奏楽部

　　　　　　　【マーチ「アルセナール」

　　　　　　　　　  （ヤンヴァンデルロースト）他】

8/14●木

午後5時開演　　富士山河口湖音楽祭ファイナルコンサート8/16●土

午後6時30分開場／午後7時開演

《料金》 入場無料

《出演》 富士山河口湖音楽祭特別バンド

　　　 （山梨県中学生特別バンド、高校生特別バンド、

　　　　　　　　吹奏楽団夢“年金バンド”他）

8/15●金

各公演好評発売中!!

オープニングコンサート スーパーキッズ・オーケストラ
公開リハーサル＆コンサート

１コインコンサート　佐渡裕お話付き

～自然の中で音楽いっぱい！～

吹奏楽高校生国内トップチームによる

フレンドシップコンサート
～さあ！みんなで楽しもう吹奏楽を！！～

～音楽仲間で遊ぼう！聴き合おう！！～

フレンドシップコンサート

☆プレ演奏会☆

佐渡裕指揮　シエナ・ウインド・オーケストラコンサート

客席で一緒に歌えるコーナーも予定!

photo：JunYoshimura
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このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ℡７２－５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

 午後4時開場／午後5時開演

《料金》全席指定　大人６,０００円　 子ども（小学生以下）３,０００円

　　　　　　　　　ファミリー席（大人1人＋子ども1人）７,５００円

8/30●土
ポップスコンサートポップスコンサート

《料金》全席指定　５,５００円

スペシャルゲスト：チェン・ミン（二胡）

ゲストプレイヤー：ATIPIKO（マリンバ・ビブラフォン）

ゲスト　？？？（当日のお楽しみ♪）

9/20●土

※３歳以下のお子様の入場はご遠慮下さい。

　尚、観覧可能な母子室はございませんので予めご了承下さい。

※未就学児のご入場はご遠慮願います。

☆チケット好評発売中☆

森山良子　ミュージックスペシャル
スペシャルゲスト：矢野顕子

今年もステラシアターシンボルアーティスト・森山良子が、

河口湖でオリジナルコンサートを開催!!

9/27●土

 午後3時開場／午後4時開演

《料金》全席指定　大人６,０００円　 子ども（小学生以下）３,０００円

　　　　　　　　　ファミリー席（大人1人＋子ども1人）７,５００円

※３歳以下のお子様の入場はご遠慮下さい。

　尚、観覧可能な母子室はございませんので予めご了承下さい。

イルカ　with　Friends
ご案内役：イルカ、江原啓之

午後4時開場／午後5時開演

宗次郎　癒しのオカリナコンサート
～河口湖スペシャル～

６月２９日（日）
１０:００AM～発売開始！

６月２８日（土）
１０:００AM～発売開始！

国際自然保護連合 (IUCN) 親善大使
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つどいの広場
こどみらベビー

こどみら
子ども教室

こどみら
子ども教室

こどみら
子ども教室

つどいの広場
ワイワイくらぶ

つどいの広場
ワイワイくらぶ

リズムテコンドー

つどいの広場

つどいの広場 ぷち相談会発見！ 歴史の
中のすごい人

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場
こどみらベビー

ぽかぽか
　映画会

森の映画会

はい！チーズ

T・Miraso

つどいの広場
ふれあい教室B
（町民体育館）

つどいの広場

ふれあい教室B

7/1 229 30 3 4

24 25

8

2322 26 27 28

17 1815

5

16 19 20 21

10 119 12 13 14

6/1 3 42 5 6 7

申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種
教室のお申し込みは、申し込みの当日の正午からの電話【72-6053】と生涯学習課・子ども未来創造館
窓口で受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
※受付時間が正午から変更になりました。なお、教室申込みの際友人の分の申込み出来ませんので、ご了承下さい。

リトミック教室

こどみらキッズ

こどみらキッズ

こどみらキッズ

最近落し物が目立ちます。創造館では2ヶ月経ったら
処分します。心当たりのある方は取りに来てください。

問い合わせ先　℡72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

5月から、様々な幼児教室がはじまりました。こどみらでママやおばあちゃんと一緒に活動して、あかちゃんの笑
顔の花がたくさん咲きました。リトミック教室や、ワイワイくらぶなど、多くの申し込みがあり、1年を通して四季折
々の活動ができたら嬉しいですね。なお、毎週月・水・金のつどいの広場やこどみらベビー・こどみらキッズは申
し込みが必要ありませんので、気軽にお越し下さい。

ある日、外で昼寝をしていたアリスは、時計を持っ

て慌てた白いウサギを見つける。そのウサギを追

いかけてアリスは穴に落ちてしまうが、そこは全て

がおかしなことばかりの不思議の国だった。

ボランティアグループT�Mirasoの皆さんによ
るゲーム大会です。大人は誰でも知ってる、陣

取りや石蹴りなど、懐かしい遊びをして、景品を

GETしよう。お友達を誘ってこどみらに遊びに来

てください。

大人も、子どもも大好きなドラえもんを上映しま

す。何を上映するかは、そのときまでのお楽しみ

☆こどみらの掲示板をよくチェックして、ドラえも

んを見に来てね。

★子どもプラン・小学生対象★

★0歳から未就学児が対象★

★幼児・小学生が対象★

★6/1～7/5のカレンダー★

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動
　してください。
※行き帰りの交通には十分注意し、お迎
　えの有無等ご家庭で確認して下さい。

日にち 6/8(日) 午前10時30分～時　間

日にち 6/28(土) 午後2時30分～時　間

申込み 定　員 持ち物 なし

申込み 定　員 持ち物 なし

日にち 6/15(日) 午後2時～時　間

申込み 受付中！チームでの申し込みも可。

定　員 持ち物 詳しくはこどみら便りで

つどいの広場○子

つどいの広場○
ふれあい教室A
（町民体育館）

子

つどいの広場○
ふれあい教室A

栄

つどいの広場○栄

音楽に合わせて、親子で楽しく体を動かしてリズ

ム感・バランス感を体験しましょう！

また、親子でコミュニケーションをはかる良いきっ

かけになります。

日にち 6/29(日) 
2歳から未就学児の親子30組 

午前10時30分～時　間

日にち 6/24(火) 

参加費 なし 持ち物 筆記用具 申込み 6/9(月)～

午前10時30分～時　間 乳幼児親子20組(定員になり次第締め切ります)定　員

定　員

写真家、外川英樹さんに写真撮影の極意を伝授し
てもらいます。自然なお子さんの表情を残すいい
チャンスです。外川さんの撮影したお子さんの写
真をプレゼントします。

新津小児科「親と子の心の相談室」認定カウンセラー川辺修作先生をお招きします。子育ての悩みを伝え
合い共に育ちあう楽しさを見つけだしましょう。

0歳(歩き始まるまで)・妊婦さんを対象にしたこどみらマムベビー・1歳を対象にしたこどみらベビー・2歳
を対象にしたこどみらキッズでふれあいあそびやキッズ体操・季節の手遊びを楽しんでみませんか？

日にち 6/15(日) 

6/9(月)～ 500円 

0歳から未就学児の親子30組 

午前10時30分～時　間
定　員

申込み

カメラ(フィルム・デジカメ)
 

持ち物
6/16(月)～
 

申込み
参加費

100円 参加費

日にち 6/19 (木) 
時　間 午前11時～

日にち 6/13･27 (金) 
時　間 午前10時30分～11時 
定　員 申込み 持ち物

  こど
みらマムベビー(0歳)  こど
みらマムベビー(0歳)  こど
みらマムベビー(0歳)     こ

どみらベビー（１歳）    こ
どみらベビー（１歳）    こ
どみらベビー（１歳）    こ

どみらキッズ（２歳）    こ
どみらキッズ（２歳）    こ
どみらキッズ（２歳）

なし定　員 申込み 持ち物 なし

日にち 6/5・26 7/３(木) 
時　間 午前10時30分～11時 
定　員 申込み 持ち物 なし

※こどみらベビー＆キッズの出席カードは毎回使います。　
　お持ちの方はご準備下さい。

初産婦・経産婦の方もお気軽に
お越し下さい。

6月の休館日は
ありません。

※充電・電池の確認をしてください※動きやすい服装できてください。

はい！チーズはい！チーズはい！チーズリズムテコンドーリズムテコンドーリズムテコンドー

こどみらマムベビー&ベビー&キッズこどみらマムベビー&ベビー&キッズこどみらマムベビー&ベビー&キッズ

こどみらぷち相談会こどみらぷち相談会こどみらぷち相談会

ドラえもんドラえもんドラえもん

ふしぎの国のアリスふしぎの国のアリスふしぎの国のアリス
ぽかぽか

映画会
ぽかぽか

映画会

ＡＬＷＡＹＳ  ＧＡＭＥ
★昭和体験★

ＡＬＷＡＹＳ  ＧＡＭＥ
★昭和体験★

ＡＬＷＡＹＳ  ＧＡＭＥ
★昭和体験★

日にち 6/7・21(土) 
申込み 締め切りました。 
時　間 午後2時～3時 
定　員 締め切りました。 
参加費 全8回で1000円 

日にち 6/14･28(土) 
申込み なし 
時　間 午前9時～11時 
持ち物 上履き・水筒 
参加費 なし 

あらかじめ子ども教室の申し込みをしてください

えいご教室
英会話体操！！

レクリエーション
ビーチボールバレー★

 こどみ
ら子ども教室 こどみ
ら子ども教室 こどみ
ら子ども教室   ふな

つ子ども教室  ふな
つ子ども教室  ふな
つ子ども教室

ママとむぎゅ～ママとむぎゅ～ママとむぎゅ～ あかちゃんの笑顔ってお日様みたいあかちゃんの笑顔ってお日様みたい
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★27日(金)は館内整理の為、休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　  library@fujikawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１７日

１８日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

5月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

●小学生低学年対象 〈午後４時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）   ６月１０日（火）
うさぎのおやこ　　　    ６月２４日（火）

ピコタイム   毎週水曜日

パパのえほんタイム　　６月１４日（土）
エトワールの会　　　　６月２８日（土）

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪ ♪新着CD情報♪♪新着CD情報♪
◎秘密/aiko  ◎＋１/木村カエラ  ◎Naked/Sowelu 

◎I LOVED YESTERDAY/YUI  ◎Life/ACIDMAN

◎Lovely!/オムニバス ◎DRIVIN'POP/オムニバス 

◎WONDERFUL WORLD/ゆず ◎T/東方神起 ◎コンプリート

・ベスト/セリーヌディオン ◎E=MC2/マライアキャリー ◎

ハードキャンディ/マドンナ ◎千の風になって～一期一

会～/秋川雅史 ◎神々のシンフォニー/サラブライトマン 

◎ディズニーオンブラス/佐渡裕 ◎フジ子ヘミング～心

の軌跡～/フジ子ヘミング  ◎みんなだいすき!こどもの

うた

◎やさしいため息/青山七恵 ◎いすゞ 鳴る/山本一力 

◎ブルーベリー/重松清 ◎戸村飯店青春１００連発/瀬尾

まいこ◎くちづけ/小池真理子 ◎枕女優/新堂冬樹 

◎その時までサヨナラ/山田悠介 ◎恋のトビラ/石田衣

良 ◎「き・く・あ」の実践－今すぐ幸せになれる方法－/小

林正観 ◎〈ちょいメタ〉の方が長生き？/高田明和 ◎話

下手が直る本/多湖輝 ◎アメリカ狂乱ー次の大統領は誰

かー/日高義樹 ◎擬似科学入門/池内了 ◎好きな布でつ

くる服/茅木真知子 ◎テレビ人間万華鏡/有吉朝美 ◎異

常気象を知りつくす本/佐藤典人 ◎凹まない人の秘密/

アル・シーバード ◎退屈力/齋藤孝

◎Men's non-no ◎ピチレモン ◎アニメージュ ◎日経
エンターテイメント ◎non-no ◎Number ◎月刊ピアノ 
◎WHAT'S　IN!? ◎オーリー

◎恋空(上、下)/美嘉 ◎心の鍵(上、下)/めぐみ ◎天使
がくれたもの/Chaco ◎赤い糸(上、下)/メイ ◎呪い遊
び/Saori ◎命の輝き/未来 ◎もしもキミが。/凛   な

　ヤング向け雑誌が９誌に増え、場所もヤング情報
コーナーに移りました。ぜひご覧ください。

　今話題の携帯小説のコーナーができました。まだ
読んだことのない方も手にとってみてください。

ヤング向け雑誌が９誌に増加！ヤング向け雑誌が９誌に増加！

携帯小説コーナー新設！携帯小説コーナー新設！

ヤング情報コーナーが
パワーアップ！

ヤング情報コーナーが
パワーアップ！

ヤング情報コーナーが
パワーアップ！

日　　時： 6月28日(土) 午後2時～

場　　所： 生涯学習館　学習室１

定　　員： 15名（年代は問いません）

課題図書： 「幼年期の終わり」アーサー・クラーク著

　　　　　（本は生涯学習館でご用意いたします）

たくさんの方のご参加お待ちしております！

★第20回読書会★★第20回読書会★郷土史講座郷土史講座郷土史講座大人気！！
「古文書、古書をとおしてこの町の昔を知ろう！」
　今私たちが暮らしている富士河口湖町は、昔はどん
な様子だったのでしょう？昔の文化を知るとともに古
書や古文書に触れる第一歩を踏み出してみましょう。

場所： 生涯学習館　学習室１
対象： 興味がある方ならどなたでも
定員： 約２０名
講師： 中村彰彦先生

  ６月２１日(土)

 午前１０時～

町内の鳥居を調べてみよう

－鳥居の種類と見分け方－

  ８月２８日(木)

 午前１０時～
富士講の開祖食行身禄の壮絶な入定

  ９月２５日(木)

 午前１０時～
河口御師の檀家廻り

１０月１８日(土)

 午前１０時～
鎌倉往還の難所　御坂峠

１２月 ４日(木)

 午前１０時～
信玄の安産祈願文(御室浅間神社蔵)を

読む

＊ 開始間近のため、お早めにお申し込みください
　　　お申し込み：生涯学習館【�７３-１２１２】

№

１

２

３

４

５

日　時 講座内容
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ゼ
ン
ヒ
ラ
ノ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
心
と
か
ら
だ
の
表
現
」

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

＝
２
級
建
築
施
行
管
理
技
術
受
験
準
備
講
座
＝

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校 

 

〔
在
職
者
訓
練
〕

～
石
こ
ろ
で
作
る
野
菜
～

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

余
暇
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講
座
　

　
　
　
　
　
受
講
者
募
集
の
ご
案
内

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
・

　
　
　
　
　
在
職
者
訓
練
講
座 (

7
月)

募

集

　
夏
の
河
口
湖
を
舞
台
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
で
す
。河
口
湖
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
は
、

漕
ぎ
手
８
名
、
太
鼓
１
名
、
舵
取
り
１
名
の
計
10
名
に
よ

る
10
人
乗
り
の
大
型
カ
ヌ
ー
で
、
３
０
０
ｍ
の
直
線
を
競

い
ま
す
。
初
心
者
の
チ
ー
ム
で
も
大
丈
夫
で
す
。
普
通
の

カ
ヌ
ー
と
も
異
な
り
、
技
術
よ
り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

き
な
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
職
場
の
仲
間
、
貯
金
会
の
行
事
、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
同
士
で
の
参
加
も

楽
し
い
で
す
よ
。

■
開
催
日
　
７
月
13
日
（
日
）

※
前
日
の
７
日
に
希
望
チ
ー
ム
は
練
習
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す

■
場
　
所
　
河
口
湖
漕
艇
場
（
河
口
湖
美
術
館
に
隣
接
）

■
レ
ー
ス
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
（
①
男
子
・
男
女
混
合
、

　
　
　
　
　
②
女
子
（
但
し
舵
取
り
は
男
性
可
）
）

■
募
　
集
　
40
チ
ー
ム
限
定

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
０
円

■
そ
の
他
　
上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
表
彰
及
び
賞
品
、
全
員

　
　
　
　
　
に
参
加
記
念
品
。

■
締
切
り
　
６
月
21
日
（
土
）

●
問
合
先
　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
（
天
野
）
℡
73
‐
２
９
１
８

■
日
　
時
　
６
月
28
日(

土)

　
午
後
２
時
～
だ
い
こ
ん

　
　
　
　
　
５
月
29
日(

日)

　
午
後
２
時
～
キ
ャ
ベ
ツ

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
5
0
0
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
20
名(

予
約
優
先)

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

※
５
月
よ
り
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
開
館
時

　
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
悩
ん
で
も
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も
時
間
の
無
駄
。
演
技
の

訓
練
を
使
っ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

■
日
　
時
　
６
月
11
・
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
20
分
集
合

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
　
象
　
高
校
生
以
上

●
問
合
先
　
ゼ
ン
・
ヒ
ラ
ノ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　
　
　
担
当
　
武
部（
℡
0
9
0
‐
9
6
9
8
‐
7
9
1
1
）

　
余
暇
ナ
ビ
ゲ
タ
ー
養
成
講
座
と
は
、そ
の
土
地
の
歴
史
・

文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
精
通
し
、
ぜ
ひ
地
域
に
根

ざ
し
た
“
旅
”
を
つ
く
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
流
通
技
術
、
販
売
方
法
な
ど
が
分
か
ら
な
い
…
、

そ
ん
な
方
々
に
お
勧
め
す
る
講
座
で
す
。
観
光
に
関
す
る

法
律
や
実
務
知
識
、
地
域
の
素
材
を
生
か
し
た
商
品
創
り

や
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
資
源
を
活
か
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
旅
創

り
の
プ
ロ
に
な
る
た
め
の
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

お
届
け
し
ま
す
。

■
主
　
催
　
（
株
）
テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト
（
※
近
畿
日
本
ツ
ー

　
　
　
　
　
リ
ス
ト
と
角
川
グ
ル
ー
プ
の
共
同
出
資
で

　
　
　
　
　 

今
年
３
月
６
日
に
設
立

■
期
　
日
　
７
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　
　
～
７
月
７
日
（
月
）
午
後
３
時
（
予
定
）

■
会
　
場
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
募
集
人
数
　
30
名

■
受
講
費
　
４
万
円

　
　
　
（
宿
泊
費
、
会
場
ま
で
の
交
通
費
等
は
各
自
負
担
）

■
申
込
方
法

　
　
専
用
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上F

A
X

　
　
に
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
講
座
を
主
催
す
る
（
株
）
テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト

　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
締
　
切
　
６
月
25
日
（
水
）

●
問
合
先
　
（
株
）テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト

　
「
余
暇
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
運
営
事
務
局

　
　T

E
L

：
03-

3
2
1
9-

2
2
9
3
　

　
　F

A
X

：
03-

3
2
1
9-

2
2
9
7

　
　U

R
L

：h
t
t
p
:
/
/
t
a
b
i
h
a
t
s
u
.
j
p
/

　
　E

-
m
a
i
l

：y
o
k
a
n
a
v
i
@
t
-
g
a
t
e
.
c
o
.
j
p

■
日
　
時
　
７
月
か
ら
15
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

■
受
講
料
　
会
員
　
２
万
円
、
会
員
外
　
２
万
２
千
円

■
締
切
り
　
６
月
20
日
（
金
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
22
‐
5
2
1
4

＝
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
（
Ⅰ
）
及
び
（
Ⅱ
）
＝

■
８
月
中
旬
～
９
月
中
旬
で
15
日
間
、午
後
６
時
～
９
時
、

　
受
講
料
４
２
０
０
円
、
６
月
18
日
か
ら
受
付
開
始

＝
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
２
回
目
）
＝

■
８
月
下
旬
で
６
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
、
６
月
23
日
か
ら
受
付
開
始

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　T

E
L

5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

■
講
座
内
容
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
造
園
設
計
の
基
礎
、
　

　
　
　
　
　
　I

S
O
9
0
0
0

シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
、

【
参
加
者
募
集
】

Ｍ
ｔ 

 
 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
　

　
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
カ
ッ
プ
2
0
0
8
参
加
募
集
！

・



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

富
士
河
口
湖
高
校
同
窓
会
記
念
講
演

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

「
移
動
県
民
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
！

=

放
送
大
学=

　
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

（
財
）日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

　
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
～

　
　
　
　
「
全
国
親
の
会
」
甲
府
大
会

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
森
を
歩
こ
う
！
富
士
山
を
知
ろ
う
！
」
講
座

　
　
　
　
　
　
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
加
工
技
術
、

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
３
‐
32
‐
５
２
０
２

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け

実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
共
に
、
同
地
域
の
住
民
と
親
善
友
好

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一
律
10
万
円
。

　
本
年
度
は
17
地
域
に
つ
い
て
実
施
予
定
。

●
問
合
先
　
（
財
）日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

■
日
　
時
　
11
月
ま
で
の
第
４
日
曜
日
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
７
・
８
月
は
午
後
７
時
30
分
～
９
時
）

■
定
　
員
　
10
人
（
締
切
り
は
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
。
）

※
興
味
の
あ
る
方
は
誰
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た

　
だ
け
ま
す
。

■
講
　
師
　
外
川
英
樹
氏
（
船
津
在
住
　
自
然
写
真
家
）

※
都
合
に
よ
り
、
講
師
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

　
す
。

■
参
加
費
　
無
　
料
　

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　

●
連
絡
先
　T
E
L

0
5
5
5-

72-

0
2
5
9
　

　
　
　
　
　F
A
X

0
5
5
5-

72-

0
2
1
1

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
　f

u
j
i
-
v
.
c
@
p
e
a
c
h
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

■
日
　
時
　
７
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
12
時
55
分
～
午
後
２
時
40
分

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル

■
講
　
師
　
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
「
野
口
健
」

■
内
　
容
　
「
富
士
山
か
ら
日
本
を
変
え
る
」

　
　
　
　
　
世
界
最
高
峰
の
山
々
で
の
体
験
談
を
も
と

　
　
　
　
　
に
、
環
境
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
す
！
　

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
富
士
河
口
湖
高
校
同
窓
会
実
行
委
員
会

　　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
家
庭
内
暴
力
・
摂
食

障
害
な
ど
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
、
子
育
て
で
お
悩
み
の

方
、
教
育
関
係
の
方
々
、
ご
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

■
日
　
時
　
７
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

■
場
　
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合(

甲
府
市
朝
気)

■
内
　
容
　
第
１
部
　
体
験
談
と
質
疑
応
答

　
　
　
　
　
第
２
部 

自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
講
　
師
　
金
盛
浦
子
（
臨
床
心
理
士
）
他

■
定
　
員
　
２
５
０
名
（
申
込
み
制
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

●
問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
（
セ
ピ
ィ
）
倶
楽
部

　
　
　
　
　T

E
L

03
‐
３
９
４
２
‐
５
０
０
６

　
　
　
　
　（
火
～
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
）

　
　
　
　
　F

A
X

03
‐
５
９
４
０
‐
４
０
３
０

■
日
　
時
　
６
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室（
甲
府
市
北
口
）

■
相
談
内
容
　
相
続
・
売
買
。
抵
当
権
抹
消
等
の
不
動
産

　
登
記
、
会
社
等
の
登
記
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、
成

　
人
後
見
人
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁

　
組
・
親
権
等
の
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
登
記
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
ネ
ッ

　
ト
を
利
用
し
て
申
請
書
様
式
な
ど
、
登
記
に
関
す
る
情

　
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ア
ド
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　h
t
t
p
:
/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/
h
o
m
u
/
s
t
a
t
i
c

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
（
℡
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
５
１
）

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
各
地
へ
担
当
相
談
員

が
出
向
い
て
相
談
活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
　
７
月
15
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
・
２
階
小
会
議
室

■
内
　
容
　
法
律
相
談
、
交
通
事
故
相
談
、
労
働
相
談

●
問
合
先
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
・
啓
発
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
１
７

　
放
送
大
学
で
は
平
成
20
年
度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間
は
8
月
31
日
ま
で
。

■
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８
）

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

　H
P

　 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　d

o
u
s
o
u
k
a
i
.
c
o
m
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報
富
士
河
口
湖
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「
御
室
道
」
を
歩
く

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　
国
指
定
重
要
文
化
財
・
冨
士
御
室
浅

間
神
社
本
殿
は
現
在
、
河
口
湖
畔
の
里

宮
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
元
来
、
本
殿

は
吉
田
口
登
山
道
二
合
目
本
宮
に
所

在
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
九
年

（
一
九
七
四
）
、
社
殿
の
永
久
保
存
を
図

る
た
め
、
里
宮
境
内
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。
本
宮
の
草
創
に
つ
い
て
は
古
く
は

文
武
天
皇(

六
九
七
～
七
〇
七)

の
時

代
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
里
宮
に
つ
い

て
は
平
安
時
代
中
期
、
天
徳
二
年
（
九

五
八
）
に
崇
敬
者
の
神
拝
と
祭
祀
執
行

の
便
を
図
る
た
め
、
河
口
湖
南
岸
に
建

立
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
（
『
神
社
由
緒

記
』
）
。
ま
た
、
里
宮
周
囲
の
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
た
土
師
器
の
年
代
観
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
里
宮
の
創
建
と
勝
山
集
落
の
出
現

を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
符
合
点
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
古
く
は
春
と
秋
の
大
祭
の
前
に
、
神

官
と
共
に
氏
子
総
代
が
二
合
目
の
本

宮
に
御
魂
を
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
山
宮
と
は
神
ま
た
は
祖
先

を
葬
っ
た
地
、
里
宮
は
神
ま
た
は
祖
先

を
祀
っ
た
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。
こ
の
信
仰
行
事
は
、
今
で
も

全
国
各
地
で
み
ら
れ
る
現
象
で
す
。
そ

の
時
の
通
り
道
が
「
御
室
道
」
で
す
。
夏

の
入
山
期
に
神
官
と
氏
子
総
代
ら
が

二
合
目
の
本
宮
に
詰
め
る
際
も
、
こ
の

「
御
室
道
」
を
通
り
、
歩
い
て
往
復
し
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
道
の
り
は
里
宮
か
ら
出
発
し

て
、
小
佐
野
越
後
守
（
神
主
）
の
屋
敷
前

を
通
り
、
浄
蓮
寺
（
境
内
推
定
地
に
は

「
山
寺
」
の
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
）
を

経
由
し
て
、
南
に
向
か
っ
て
坂
を
登

り
、
小
立
西
村
を
越
え
て
、
長
浜
街
道

を
東
に
向
か
い
ま
す
。
八
丁
屋
東
道
で

右
折
し
、
小
立
地
区
と
船
津
地
区
の
境

界
に
沿
っ
て
、
東
南
に
進
ん
で
現
河
口

湖
バ
イ
パ
ス
を
横
切
り
ま
す
。
少
し
登

っ
て
Ｙ
字
の
交
差
点
を
左
折
し
て
進

む
と
、
今
の
東
海
自
然
歩
道
に
至
り
、

こ
の
こ
ろ
よ
り
道
は
平
坦
に
な
り
、
富

士
山
が
一
望
で
き
ま
す
。
自
然
歩
道
を

横
切
り
、
さ
ら
に
東
南
方
向
に
進
む
と

現
在
の
ゴ
ル
フ
場
に
至
り
ま
す
。
こ
れ

を
越
え
て
船
津
口
登
山
道
を
登
り
胎

内
を
通
り
、
つ
ば
く
ろ
沢
を
越
し
ま

す
。
つ
ば
く
ろ
沢
を
過
ぎ
る
と
中
の

茶
屋
で
吉
田
口
登
山
道
と
接
続
し
、
馬

返
し
一
合
目
を
経
て
二
合
目
の
本
宮

に
至
り
ま
す
。

　
入
山
期
に
こ
の
道
を
通
っ
て
二
合

目
本
宮
に
至
っ
た
神
主
ら
は
、
祈
祷
や

護
符
神
札
を
頒
布
し
た
り
、
参
詣
者
の

休
憩
・
宿
泊
の
世
話
を
し
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
神
幸
の
道
と
し
て
、
ま
た
、
参

詣
者
の
参
道
と
し
て
富
士
山
信
仰
の

登
山
道
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
道
を
勝
山
地
区
で
は
「
御

室
道
」
と
呼
よ
ん
で
い
ま
す
が
、
小
立

地
区
、
船
津
地
区
で
は
神
主
を
代
々

勤
め
、
神
事
を
掌
っ
た
小
佐
野
越
後

守
の
通
っ
た
道
と
い
う
こ
と
か
ら
「
越

後
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
文
化
財
担
当
　
学
芸
員
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
勇
祐
）

　
　
　
　
　
　
　
出
典:

『
勝
山
村
史
』

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
4
月
18
日
か
ら
5
月
19
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

山
本
　
望
愛
　
　
一
　
成
　
万
　
起
　
船
津

樫
村
　
莉
子
　
　
勝
　
己
　
惠
　
子
　
船
津

三
浦
　
　
蓮
　
　
徹
　
哉
　
絵
　
里
　
船
津

梶
原
　
千
聖
　
　
裕
一
郎
　
真
　
希
　
船
津

古
屋
　
遼
河
　
　
貴
　
光
　
利
　
美
　
船
津

渡
邊
　
梨
音
　
　
誉
士
夫
　
千
亜
希
　
小
立

梶
原
　
陽
莉
　
　
英
　
吾
　
真
佐
美
　
小
立

渡
邊
　
春
菜
　
　
敬
　
太
　
亜
由
美
　
小
立

堀
内
　
鳳
蘭
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松
　
美
　
大
石

渡
邊
　
陸
斗
　
　
洋
　
文
　
理
　
沙
　
西
湖

渡
邊
　
悠
人
　
　
フ
リ
ゾ
ン

　
省
　
子
　
精
進

白
井
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58
歳
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井
　
　
隆
　
船
津

梶
原
　
健
治
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歳
　
梶
原
　
治
仁
　
船
津

小
池
　
幹
彦
　
65
歳
　
小
池
　
純
也
　
船
津

渡
邊
　
眞
澄
　
82
歳
　
渡
邊
　
　
貢
　
小
立

林
　
　
利
之
　
61
歳
　
林
　
　
美
鈴
　
河
口

梶
原
　
　
満
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歳
　
梶
原
　
平
和
　
河
口

藤
原
き
く
江
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歳
　
藤
原
　
和
夫
　
河
口

三
浦
　
し
づ
　
87
歳
　
三
浦
　
一
政
　
大
石

梶
原
　
篤
廣
　
70
歳
　
梶
原
　
　
久
　
大
石

の
ぞ
　
み

ち
　
さ
と

り
ょ
う
が

り
　
お
ん

ひ
　
よ
り

は
る
　
な

ふ
う
　
か

り
く
　
と

り
　
　
これ

ん

ゆ
う
じ
ん
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美術館から企画展を紹介します！

両洋の眼 2008

６月２１日（土）～８月３１日（日）会　期

からのお知らせ

こだわらない自由がある。こだわりの美しさがある。

　この展覧会のタイトル､『両洋の眼』とは西洋の眼でなくま

た東洋の眼でない、しいて言えば人間の眼を意味します。我

が国では絵画を、技法や素材によって日本画と洋画とに区

別して考えますが、今日において、すでにある部分ではこの

区別がなくなりつつある兆しもみられます｡『両洋の眼』は和

洋の垣根にとらわれず、多種多様な絵画表現をひとつのま

なざし、ひとつの感性で観ようというスローガンのもとに、

第一線で活躍する画家たちの最新作を発表してきました。

　今回が19回目となる『両洋の眼』では77名の画家をとりあ

げます。

　『両洋の眼』はこんにちの画壇の最前線を横断的に見るこ

とが出来る絵画展です。

　今回の『両洋の眼』には、当町在住の画家わたなべゆう氏

や、富士吉田市在住の画家櫻井孝美氏もとりあげられてい

ます。

（展覧会概要）

会期中無休

《黄金雲海龍宝富士》　絹谷 幸二
  キャンバス・ミクストメディア

《雨あがり》　奥村 美佳
  麻紙・岩絵具・墨箔

　　　　　　《エミール･ゾラの館》　小杉小二郎
キャンバス･油絵具

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

日   

時
　
7
月
8
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

日   

時
　
7
月
4
日 (

金)

・
18
日 (

金)

　
　
　   

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　  (

12
時
か
ら
午
後
1
時
は
昼
休
み)

会
　
場
　
中
央
公
民
館

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

 

相
談
会

人口

男

女

世帯

　　25,827人
(＋84)

 12,726人
(＋43)

 13,101人
　(＋41)

 8,921  
(＋76)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

5月1日現在の
人口・世帯

小
佐
野
和
歌
乃
　
97
歳
　
小
佐
野
直
己
　
勝
山

小
佐
野
十
郎
　
86
歳
　
小
佐
野
　
昇
　
勝
山

三
浦
　
ト
メ
　
93
歳
　
三
浦
　
眞
男
　
長
浜

渡
邊
ト
ミ
ヱ
　
87
歳
　
渡
邊
　
雄
二
　
精
進

高
尾
　
賢
一 

 

＝ 
 

宮
下
　
麻
美
　
船
津

小
池
　
康
太 

 

＝ 
 

渡
辺
真
知
子
　
船
津

柳
田
　
文
博 

 

＝ 
 

前
野
　
福
代
　
船
津

加
藤
　
　
健 

 

＝ 
 

山
中
　
亜
紀
　
船
津

石
原
　
浩
和 

 

＝ 
 

鈴
木
　
香
織
　
船
津

山
中
　
　
渉 

 

＝ 
 

大
森
沙
矢
子
　
小
立

山
中
　
謙
吾 

 

＝ 
 

廣
瀬
　
早
紀
　
小
立

Happy Wedding

ありがとうございました。ありがとうございました。
　５月１７日（土）に開催しました「ビックバンド　ジョイントライ

ブ２００８」において、義援金のお願いをしたところ、大勢のみな

さんから温かいご協力をいただきました。

　集まりました￥４１,７３７は、山梨日日新聞社を通じ「四川省に

おける地震被害の義援金」として、送金させていただきます。

　今年で5回目を迎える、町の誕生日イベント。

今回は、会場をステラシアターを中心に幅広く行います。この

イベントを盛り上げてくれる実行委員を募集しています。

　　　　   ●問合先　町役場企画課  TEL７２‐６０２３

町の誕生日イベント、

実行委員を募集します！



行政相談・心配ごと相談日

6月20日(金)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り

ま
し
た
。

　
6
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
6
月
１６
日
（
月
）

ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
１５
分
間

と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　になりました！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時 午後１時～３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制
　
○
日 

程
　
6
月
20
日
（
金
）
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-
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3
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0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
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渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

6
月
の
多
重
債
務
相
談
日

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は
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「
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報
富
士
河
口
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は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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富士山ナンバー、本年11月4日交付開始
　山梨、静岡両県から要望していた「富士山」ナンバーについて、平成２０

年１１月４日（火）より交付を開始することが国土交通省から発表されました。

　富士山ナンバーは、１１月４日以降、新規登録される自動車や変更登録等

により、ナンバー変更される自動車から、順次、新しい表示ナンバーが交

付されます。

　また、現在使用中の自動車についても、富士山ナンバーへの変更を希望する場合に交換することが可能です。

　山梨県の交付対象地域は、富士吉田市、西桂町、富士河口湖町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、道志村となり

ます。

富士山ナンバー創設促進山梨県協議会（富士五湖広域行政事務組合振興課　ＴＥＬ２３－５２７０）

⇒料金は、各自で車両を山梨陸運支局または、軽自動車協会山梨事務所へ持参し申請（手続き）した場合の金額で

す。業者さんに依頼すると別途手数料がかかります。

●「富士山」ナンバーに関する問合先

普通車以上を交換する場合の費用は下記のとおりです。

大型トラックなど

（大型番号標）

普通プレート ２，０８０円＋申請用紙代２５円

字光式 ４，１４０円＋申請用紙代２５円

字光式 ３，０２０円＋申請用紙代２５円

字光式 ４，９６０円＋申請用紙代３５円

普通乗用車など

（中型番号標）

普通プレート １，５２０円＋申請用紙代２５円

軽自動車など

（中型番号標）

普通プレート １，５２０円＋申請用紙代３５円

希望ナンバーによる費用は下記のとおりです。

大型トラックなど

（大型番号標）

普通プレート ５，０４０円＋申請用紙代２５円

字光式 ６，４６０円＋申請用紙代２５円

字光式 ５，５００円＋申請用紙代２５円

普通乗用車など

（中型番号標）

普通プレート ４，３００円＋申請用紙代２５円

■関東運輸局山梨支局　　　ＴＥＬ　０５０－５５４０－２０３９（ダイヤル後０２６をプッシュ）

■軽自動車協会山梨事務所　ＴＥＬ　０５５－２５２－７２６９


